
地拵え、植え付け、下刈り、更に除伐を専門に請け負う会社があることを知りました。
協力隊の育成係・森本正延さん（みどりの恵）の紹介で、このほど施業地を訪ねました。
梼原町も皆伐が進み、その後の植栽が課題となっています。県内どこも同じ状況で、

担い手の激減が要因です。町内の現状も厳しく、森林組合に２人のみ。育成が急務です。
場所は旧本川村（現いの町）。間近に稲叢（いなむら）山が、眼下に大橋ダムの湖面

が見えました。施業地は標高千メートルの地点でした。
樹齢７７年のスギとヒノキが皆伐されて、その林地に（有）“まんさく”が地拵えし、

苗木を植えました。その下草刈りの現場に、梼原から計９人（協力隊員５、役場２、リ
モリ２）で訪ねました。

造・育林の専門会社“まんさく”研修

皆さん、こんにちは。町内の林業関係者で作る梼原令和の森林づくり
協議会（通称リモリ）から『リモリマンスリー』で活動内容をお知らせ
いたします。

民間企業、造林作業にチャレンジ！

早いもので梼原への駐在も間もなく３年になります。森林の事について何もわかっていない中での着任でしたが、立道課長や森林の文化
創造推進課のメンバー、また林業関係者の皆さんや地域の皆さんに教えていただき、少しずつではありますが、梼原の事、また森林の事な
ど勉強させていただいています。まだまだ不勉強で皆さんには大変お世話をお掛けしておりますが、お礼を申し上げると共にこれからも宜
しくお願い致します。
さて、駐在開始間もなくコロナ蔓延により様々な形で行動制限が掛かり、私が駐在した目的の森林再生に対し、矢崎総業としての活動が

出来ておりません。矢崎より散発的な梼原訪問などはありましたが、やはり目的の前進に寄与するには継続的な滞在が必要と考えています。
そうした中で本年初頭より矢崎内で検討を進めていました「造林事業へのチャレンジ」が具体化しました。８月２３日より東区仲洞にて

少しではありますが、地拵え・植林・保護ネット設置の作業をさせていただきます。教育には松山栄喜さんにお世話になります。

今回の作業者はこれまで工場で自動車部品を生産していた者です。屋内の作業から屋外での厳しい環境下での作業となります。体力的な
心配と共に林業は危険が伴う一瞬たりとも気の抜けない仕事です。１か月という短い期間ではありますが、まずは怪我のない事、そして造
林作業の基礎的な事、また自然の持つ力を少しでも感じてくれる事を願っています。

作業にあたる二人にとって初めての梼原での生活となります。長くはありませんが、梼原の色んな事に触れて欲しいと思っています。

河添昭人（かわぞえあきと） / 岡良雄（おかよしお）

作業そして私生活面において有意義で思い出深い時間になる事を願っています。
街で見かける事もあろうかと思います。不慣れな二人ですが、温かい目で見守っていただけるようお願い致します。
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リモリ事務局長 氏原智之（矢崎総業から出向） 記

“まんさく”は林春夫（６７）社長と夫人を含め、働き手は８人。煩多な事務は社長の長男が担当し、年
間に３０ヘクタールを地拵え、約５万本を植え付けるそうです。林社長は旧十和村の生まれで、３０歳の
時本川村に移り住み、主に住友林業所有林の施業で生計を立ててきました。法人化は１８年前、徐々に
造・育林に特化しました。
驚いたことに、林業大学校の卒業生二人が、今春入社していました。地味でシンドイ仕事（きっと給与

も高くない）を選んだ理由は、何だったのでしょう？若者の挨拶を聞くと、インターンシップ時に感じた
「職場の雰囲気」が決め手だったようです。林社長は古武士然のお顔ですが、どことなく話にユーモアが
ありました。
宿毛と大阪出身の二人は、その人柄と熟達した技量に魅かれたのでは、と感じました。また、「月始め

は妻が来てくれ、作り置きの食事を構えてくれます」と話す中年男性。関西の市役所を５８歳で退職し、
本川３年目だそうです。しっかりと炎天下の仕事を熟（こな）す姿は、既に山師の気配でした。
林春夫氏は高知新聞の「声ひろば」投稿者として、知る人ぞ知る存在です。季節の移ろいと山暮らしの

愉しさを、山野草や野鳥に託して綴った文章に魅かれるファンが多い（筆者も）と思います。加えて、雪
や雨の日対策を工夫し、会社は「熱中症対策手当」など福利厚生の充実にも努めていました。
再造林は「頑張っても報われない」事業とされてきました。「現場まで届く補助金の仕組みを作って欲

しい。現場（働く者の処遇）を上げないと再造林・育林は進まない！」と、林社長は力を込めました。

“まんさく”に学びながら、梼原らしい仕組みを創りましょう。▲林春夫（６７）社長

リモリ会長 笹岡高志 記


